
生徒にも簡単! こ出来る胞子虫類の実験法要旨
IJ、橋謹一郎

現在高等学佼等で実験視察の材料として取扱はれて I Encysting の初期の状態が観察出来る。生体梁色す
いる原生動物は、アミーパ・ゾ- 9ムν・オパ Pナ・ | るまでもないが若し梁めるなら Neutral-red が良い。
ミド 9ムν等であって、胞子虫類は材料や時間の関係 4 . 永久プレパラートを作るには、ゾ- 9ムν等と
から笑習用としては他の原虫類の様に取上げられてい| 同様であるが卵白を用いて固定と同時にカバーグラス
ないのであるが、突は寄生性の原虫として入金に最も| に附着させる。固定にはBouin民液が一番良い様で、
関係の多いのは胞子虫類であり、之の観察も他に劣ら l'梁色はBorax Carmine.， Delafield品H aematoxylin及
ず意義あるととと考えられるので、極めて容易に観察| びEosin の2重染色、 Heidenhei拍 Haematoxylin及
し得る手近かな材料及び方訟を若手御紹介したい。 Iぴ Oranse・G の2童染色等が良い結果を来した。但
胞子虫類と去っても御承知の如〈篠虫類・球胞子虫| し、パルナム封入前の Xylol には余り長くつけると
類・謬胞子虫類・血胞子虫類・住肉胞子虫類等多くの| 惑い結果を来す。
グループが含まれているが、この中で実習材料として 5. 宿主細胞内の状態を調べるには腸管の連続切片
最も採集及び生活史美他の観察の容易な点から去っ| を作ればよいが、生徒実習としては少々無理かも知れ
て、篠虫類に属するものが一番都合がよいので之につ| ない。
いて述べることにする。現在族虫類は建設Eで8幡程知 6. Cyst 及び Spore を調べるには、採集して来た
られているが、その中50屋類が昆虫から発見されてい| 宿主を直ぐに殺さないで、暫く V ヤーν一等の中で放
¥ る。英の他は多足頚・多毛頴・甲殻類・貧毛頴等から| 遣して置き糞便検査をすると、自又は潟色の Cyst が
各若干報告されている。此の中昆虫類に寄生する主な| よく発見される。との Cystを発見したら Wet-chem_
ものを下表にあげて見た。採集及び観察の順序方法は Iber に^ れて数日放置すると、 Spore-duct 共他によ
次の如くである。 Iり、 Spore が Cyst 中から放出されるのが見られる。
1 . 宿主と思う昆虫を出来るだけ多く生虫管英他で ICyst の大きさ・形・色、 Spore の放出法、 Sopre の

採集して持ち帰る。現在迄に報告されているのは翰趨| 形・大きさ等は苦笑虫の種類により相呉がある。但し
自特に、歩行虫科・偽歩行虫科・葉虫科・金亀子虫科 ISpore は Oil Immersion を使用しないと観察は困難
・鰹節虫科等・直麹目・鰭蛤厨等に属するものが多| である。
い。寄生率の低いものもあるから、同一種でも出来る 7. よく熟した Cyst又は Sporeを他の昆虫に食わ
だけ多く集める。 Iせる事により感梁実験、及び限られた種類以外の霊祭虫
2. 9  シガー液叉は盆謹食塩水( 浸透庄の関係で虫| には決して感染しないという種特異性を実践する ζと

体が膨れて破裂したり、縮んだりするから、濃度はo. I も出来る。
6 - 0 . 7 %から 0.3-0. 4 % 迄数種類用意すると良い〉を| 以上溢く簡単に銭虫類の視察法を述べたが之等を更
ホールスライド又は時計皿にスれ、昆虫の頭部及腹端| に丁寧に、例えば種々の状惑の Cyst を固定し、切片
を鎮で切ってピジセットで消化管を引き出し、液中で! を作ること等により、翻偶子の形成や受精、受精後の
柄付針等を使用して帝国かく引裂いて内容物を出してそ| 胞子形成、胞子内での種虫形成等の観察、腸管切片に
のまま検錯する。汰坦の族虫であれば肉眼で自点とし| よる板期発生の観察も比絞的容易であるので、銭虫類
て発見されるし、小型のものでも 100倍前後で充分観| は胞子虫類全般への理解を深めるのにもって来いの好
察出来る。野ドで毛細ピペットを用いて他のスライド Ii財務であると恩われる。
グラスに移して更に充分生体観察をする。 I寄生率の比較的多い宿主及び寄生虫の主なるものを下
3. 生体観察では形態の他 Bending • Sliding・Con Iに列記する。

tracting 等の銭虫特有の運動や、都合のよい時には
P  A R A S I T E  H O S T  

Gregarina muieri (SCHNEIDER)LABB企二二二Chryslina aurichalcea M A N N E R K  (ヨモギノ、ムジ〉
Gregarina gonocephali O B A T A …・ H ・H ・..……...Gcnocephalus pubens M A R S E U L  ( スナゴミダマν)
Gregarina lypropsi HOSIDE ….....・H ・.......・H ・.Lyprops sinensis M A R S E U L (ヒグプトプミム V ;ダマν〉
Graegarina cuneata STINE....・…............・H ・...Tribolium ferrugineum FABRICIUS(ヨクヌス} モドキ〉
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Tenebrio molitor LINNE ( チヤイロヨメゴミムV ダマν〉
Tenebrio obscurus F  ABRICIUS ( コメノゴミムνダマν〉

Gregarina blatterum SIEBOLD ....・H ・...・H ・-….Blattela germanica LINNE ( チヤバネゴキプ日〉

Gregarina ovosatellitis O B A T A  ....・H ・....・H ・-・Chlaenius nigricans W I E D E M A N  ( オオキベ 9 アオゴミ
ムν〉
Chlaenius inops G H A U D O I R  ( ヒメキベ Fアオゴミムν3
Chlaenius noguchii B A  T E S  < ノグチア才ゴミムν〕
Chlaenius circumdatus BRULLE(コキベ Fアオゴミムν)

阻 rmocystis mirabilis HOSIDE...…H ・H ・...・H ・..Lyprops sinensis M A R S E U L  ( ヒグプトゴミムνダマν3

Didymophyies diminuta O B A T A・H ・H ・..…......Aphodius rectus biformia REITτ'ER CマグY コガふ〉

Steinina obcnica IS田I・H ・H ・-…...・H ・...'"・H ・-….Tribolium ferrugineum FABRICIUS ( ヨタヌス Fモドキ〉
Tenenebrio obscurus FABRICIUS ( コメノゴミムνダマ
i/) 

Pyxinia mobuszi L E G E R  et D U B O S C Q  ....・H ・.Anthren臨時rbaci LINNE ( ヒメマルカツオプνムV )
Sty!ocephalus japonicua T S U G A  W  A  ....・H ・-…Gonocephalus pubens M A R S E U L  ( ; げゴミムV ダマV )

Gonocephalus japonium M O T C H U L S K Y  ( ヒメスナゴミ
ムV ダマν〉

Hoplorhynchus orthetri HOSIDE…...・H ・....・ e・.Orthetrum albistylum speciosum U H L E R  ( V : tカラト
Y ボ〉

Ancyrophora gigantae HOSIDE..・・...........……Calopterix atrata SEL Y S  Cハグロ}:. 'ポ〉

Stictospora 各種...・H ・........・H ・-…c.......・H ・-…ゴガネムν斜#J虫数種
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て特に多い。 Iい。
セセリチョウ税 H回 PERIIDAE 50. コチヤパネセセリ Thoressa varia M U R R A  Y  

45. ミヤマセセ! 1 Erynnis montanus B R E M E R  I  7 月-10月、各地に多産する。
4 月頃各地にみられる。 I 51. : t オデヤパネセセリ Polytremis pellucida 
46. ダイミヨクセセリ Daimio tethys M E NE- I  M U R R A  Y  
TR!ES  6 月- 9 月、最も普通で山地ではセセ日デヨクの中
8 月- 9 月、各地の山地に普通であるが、個体数は| で最も個体数が多い。

あまり多くない。 I 52. イデモシジセセリ Parnara guttata B R E M E R  
47， アオパセセリ Choaspes benjaminii japonica I  et G R E Y  
M U R R A Y  8 月- 1 0月、最も普遂である。
7 1'I- 8 月、三館山にはかなり見られるが他の地で 1 以上の 8科52種の他に津名護随田小学校でアカ V i/

はまだ採集していない。 I ミを、育波中学校ではキタテハとすjJハチチヨクの標
48. ホッパセセ! 1 Isoteinon lamprospilus F EL- I 本が保存されているのを見たが、何れも産地を確かめ
D E R  et F E L D E R ていない。叉忍自身他に目撃したものが 2、3種ある
7 月- 8 月、各地に普通である。 Iが、駄が需にないものは目録口れなかったこと
49. キマダヲセセ! 1 Potanthus fiavum M U R R A  Y  Iを附記する。〈昭和31年 1 月4 目、制本市安乎にて〉
6 月- 8 月、普通であるが個体数はあまり多くな

戸 141-


